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オケイシーの戯曲
一『コケッコヅコー伊達男』を中心に－
鈴木良平
１はじめに－オケイシーとジョイスー
ＳｅａｎＯ，Casey（1880～1964）とJamesJoyce（1882～1941）は，ほぼ同時
代の作家である。オケイシーの方が二歳年長で，二十年以上も長生きしたけれ
ども。しかし，二人の経歴を見ると，ジョイスが若くして語学や文学において
●●● 
天才ぶりを発揮したのに対して，オケイシーは大器晩成というかおくてであっ
て鈍才の努力型というほかない。ジョイスは小学校時代から秀才で，家が貧し
くて中退するとｼ校長の推薦でイエズス会系の学校に授業料免除生として編入
学し，そこでラテン語，フランス語，イタリー語などを学んだ。１６歳でダブリ
ンのカトリック系のUniversityCollegeに入学し，２０歳で卒業する。
それに対してオケイシーは眼が悪く，半盲に近いせいしあって小学校すら卒
業していない。父親が６歳の時に死に，家が貧しかったせいもあって，１４歳の
時から働きだしている。そして処女作『狙撃兵の影』がアペイ座で上演された
のが1923年，オケイシー43歳の時であった。
その頃ジョイスは何をしていたかといえば,世紀の奇書『フィネガンの通夜』
の執筆を開始している。1918年から雑誌に『ユリシーズ』の連戦を始め，それ
が世界中の文学者たちを驚嘆させ，２０年にはパリに移住し，２２年には単行本と
して『ユリシーズ』を出版し，大家としての地位と名声を勝ちえていた。まさ
に月とすつぼんの違いである。
ちな承に，この年1923年にアイルランド文壇のボスであるイエーツは，ノー
ベル文学賞を受賞して，ボスとしての権威・権勢を一段と高め，オケイシーの
文学活動に口をさしはさむことになる。詳しくは３章で述べるが，結果的にオ
ケイシーはアイルランドに居られなくなって，ジョイスに遅れること24年，４８
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歳にして英国へと亡命する。まことに愚図なのだ。若きジョイスがアイルラン
ドを去らなければ，アイルランド国内で辿ったであろうような運命をオケイシ
ーはたどっている。その意味ではあたら働き盛りの24年を浪費したにも等しい
わけで，その分だけオケイシーは長生きしなければ割りに合わないことにな
る。それで帳尻を合わせるかのようにオケイシーはジョイスよりも23年（２歳
年長であることを考慮にいれると25年）も長生きしたのである。要するに，ジ
ョイスとオケイシーは，ポジとネガ，表と裏の関係にあった。
1932年にイエーツ，バーナード・ショーなどが中心となって，検閲制度など
に対抗する手段として「アイルランド文学アカデミー」が設立されるのだが，
オケイシーはジョイスとともに入会を拒否している。「この『アイルランド文
学アカデミー』のなかでおこなわれる退屈な権威の検閲の方が，アイルランド
の未来の作家たちにとっては，国家と教会によっておこなわれる検閲よりも，
はるかに危険であろう」（『書簡集』（１）1932年10月11日，以下（１）と略す)(1)
と言って。
そして，３９年にジョイスの『フィネガソの通夜』が英・米で同時出版された
時に，アイルランドの新聞にはその著者がオケイシーと報じられた。その記事
をパリで読んだジョイスから英国在住のオケイシーに手紙が届く。（（１）３９年
５月26日）
「アイルランドの新聞には『フィネガンの通夜』の著者がミス・プリントで
SeanO'Caseyとなっているのに気ずきましたか」という趣旨の。それに対す
るオケイシーの返書（５月30日）は次のようなものであった。
「わたしの精神には『フィネガの通夜』のような作品を書く強靱さはない。
そのような力量があればよいと願っています｡……それは驚くべき本です｡……
いつか我念が出会うことを強く希望します。……それはミス・プリントではな
いでしょう。わたしはダブリンの文学的徒党の連中が，わたしを嫌っているこ
と，そしてあなたを憎んでいることを知っています。だからその「ミス・プリ
ント」はふざけてやったのです。……やつらとやつらの文学アカデミーが絶大
なのですから｡」
そして，手紙の末尾の挨拶の語句として
Ａｄｂ２ｐｂｏ〃ｔｏＪａｍｅｓＪｏｙｃｅ
Yours2Wqysincerely 
SeaoO，Casey 
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（イタリックは弓|用者）と書くのだ。Ａｄｅｅｐｂｏｗとかverysincerelyなど
という言い方は見たことがない。二歳年下のジョイスを，オケイシーがいかに
尊敬していたかが分かるような表現だと思う。
ついでに「書簡集」のことについて言えば，二人の作家の対照に鷲かされ
る。ジョイスの手紙には，妻ノラに宛てたポルノ茨がいのエロティックな手紙
が多いので有名だが，はるかに年下のアイルランド人の女優と結婚したオケイ
シーには，妻に宛てた手紙はエロティックなものはおろか,一本もない。また，
ジョイスは政治的事件などを無視して，マスコミなどに投書することばないの
だが，オケイシーは驚くべき愚直さで政治的事件などに対応し，反応している
のである。その点ではオケイシーはショーに似ている。
以下，オケイシーの略歴にすこし触れたい。彼がプロテスタントであるこ
と，そのくせ父方の親戚はカトリックであるという事情が，彼の生き方や作品
に微妙な影響があったと思えるからである。ショーソ・オケイシーはダブリン
の少数派のプロテスタントの家庭にJohnCaseyとして生まれた。勿論，ア
イルランドでもプロテスタントはいる。オスカー・ワイルド'ショー，イエー
ツなどの文学者や，ウルフ・トーン，エメット，パーネルなどの共和主義者な
どもプロテスタントであった。しかし，1880年代のアイルランドでは80％がカ
トリックであった。しかもオケイシーの場合は生粋のプロテスタントではなか
った。英国系のプロテスタントはたいてい上流階級の裕福な人が多かったのだ
けれども，オケイシーの場合はそうではなかった。父親は西部地方の艇家の出
で，両親，兄弟姉妹がカトリックでありながら，自分ひとりだけがプロテスタ
ントになり，家族に違和感をおぼえ，家を離れてダブリンに出てきて，プロテ
スタントの４歳年上の女性と結婚した人間なのである。父親は店員や教会関係
の仕事をして，給料は文字通りの平均程度で，一家は中流の下の生活ぶりであ
った。だが，その父親がオケイシー６歳の時に死んでしまうと，一家は貧困に
おちいり，長姉，兄などのわずかの仕送りで生活していたのである。
1890年，オケイシー10歳の時に，アイルランドの「無冠の帝王」と呼ばれた
アイルランド国民党の総裁パーネルが，女性問題で失脚し，やがて死んだ。こ
の事件は８歳のジョイスに大変なショックを与えたので有名な事件だが，オケ
イシーもまた大変な衝撃をうけたのである。１４歳の時から働きたし，２０歳すぎ
から鉄道会社で肉体労働者として働くかたわら，ゲーリック同盟に加入しアイ
ルランド語を学ぶと，名前をアイルランド風にSeanOCathasaighと変え
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た。またＩＲＢ（アイルランド共和主義者同盟）にも加入した。（この頃，ノル
ウェイの劇作家イブセンの中に理想の作家像を見出したジョイスはアイルラン
ドを永久に去っている)。そして，パーネルに代わる指導者としてオケイシー
が見出した入物は，労働運動の指導者ジム・ラーキンであった。オケイシーは
ラーキンの労働組合に加入したがために９年間勤めた鉄道会社を解雇される。
だが彼の社会主義的な立場は周囲のナショナリズムの立場とうまくゆかない。
それでいくつかの組織から離れた。
1913年，ラーキソとともにダブリン・ストライキを闘う。そしてＩＣＡ（ア
イルランド市民軍一労働組合左派）を結成し，副議長ラーキン，書記長オケ
イシーとして実権をにぎるが，ここでもナショナリズムへの傾斜に抗しきれ
ず，ラーキンもオケイシーもやがて辞任する。（詳しくは，オケイシー署Ｔ/ze
Sｵ０，１ｙけﾉﾉｂｅ〃ｉｓﾉｈα/jze〃Ａγ”を見よ)。ナショナリズムに批判的な立場
のオケイシーは1916年のイースター蜂起にも参加しなかった。（それはアイル
ラソド労働党の立場と合致するように思える。労働党もイースター蜂起を批判
したが故に，アイルランドの民衆の支持を失い，いまだに少数野党としてとど
まっている｡）少数派のプロテスタントとして生まれ，育ったオケイシーはイ
ースター蜂起には同意できなかったからである。そして1923年，劇作家として
初めて立った時に，彼は名前をＳｅａｎＯ，Caseyと再び変えた。
２ダブリン三部作はなぜダメなのか
オケイシーは，1916年の復活祭蜂起から，対英独立ゲリラ戦争（1920年)，
さらに対英講和条約をめぐる内戦（1922年）までを背景にした，いわゆるダブ
リン三部作一『狙撃兵の影』（1923年)，『ジュノーと孔雀』（26年)，『鋤と
星』（26年）－で一挙に名声を渡得する。しかしながら，それらの作品では
復活祭蜂起から内戦までの政治的事件は，「壁紙のごとき背景」であって主題
ではなかった。主題はアイルランドの貧しい共同住宅に住む都会の人奇の姿を
描くことにあった。
まず，三部作の概要を見てふよう。
Ｔ〃ｅＳｈａｄｍＣ）”αGZJ冗沈α"－ＡＴｒａｇｅｄｙｉｎＴｗｏＡｃｔｓ－では，登場
人物は11人で，そのうち８人が共同住宅（tenemenDの住人である。その他は
家主と爆弾を預けるＩＲＡ（アイルランド共和国軍）の男とその共同住宅を襲
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撃する（英兵よりも凶暴で恐れられていた）弾圧部隊ブラック．アンド・タン
である。
「街頭にはカーキ色の軍服と鉄かぶとをかぶり，短剣をつけたライフル銃を
もった英兵やブラック.アンド・タン（ならず者をかき集めた部隊）やダブリ
ンの糟官や私服薔官などがあふれ，有刺鉄線がはられ，軍用トラックや戦車な
どが待機する非常警戒線が街のあちこちに敷かれ，夜ともなるとサーチライト
が家の正面を照らし，トラックが止まればその家が武装した兵士たちの捜索を
うける｣(2)という情景が日常化しているアイルランド。そのアイルランドの独
立を願う共和主義者のシソ・フェイン党と英国とのゲリラ戦争を背景に，この
戯曲は書かれている。
共同住宅に住むDonalという４０歳くらいの詩人がＩＲＡの狙撃兵の逃亡者
として周囲の者から象なされている。軍隊の襲撃をうけて家具などが損傷をう
けることを恐れた家主は立ち退きをせまるが，その詩人を逃走中の狙撃兵と思
いこんだ，同じ共同住宅の住人である娘Minnie（23歳）はその男に熱をあげ
る。ところが詩人の相部屋の行商人シェーマスの所に友人が訪ねてきて，かば
んを預けていく。実は，その訪問者こそＩＲＡの狙撃兵であって，英軍の待ち
伏せにあって殺される。彼の預けたかばんに爆弾が入っていた。その日の夕
方，英軍の手入れがあって，若い娘Minnieはそのかばんを自分の部屋に隠す
が，英兵に見つかり連行される。が，英軍のトラックから逃げ出そうとして射
殺される，という悲劇である。
「理想主義的で，臆病な男と，実際的で有能な女」というのがダブリン三部
作の共通なテーマでもあるのだが，特にこの戯曲にはシングの『西国の伊達男』
との類似性が感じられてならない。「西国の伊達男」は実際は意気地なしの男
にすぎないのに，ほらを吹いて周囲の者から過大評価されるのだから。この戯
曲の主人公もロマン派の詩人シェリーにあこがれるへぼ詩人として設定されて
いる。そして，若い娘Minnieもその三流詩人に熱をあげ，生命までも犠牲に
してしまうのだ。まことにアイルランド人はいつまでも夢想家で，自己欺臓的
であって，現実を直視することを知らない国民なのだ。だから行動にはむかな
い｡
この戯曲に関して，尾島庄太郎氏は次のように書いている。「在来のアイル
ランド劇の題材は主として農民を背景としたものであった。オケイシーは，劇
の題材を農民から，長屋住居の町民にうつした。ダブリン市の貧民階級の生活
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|土，在来のアイルランド劇の伝統題材と同じく，オケイシーによって生気ある
ものとなった。ダブリンには，この町に特有な貧民生活がある。また，この町
独特の社会相がある。彼はその生活と，その世相とを舞台にのせた最初の大劇
作家である。（中略）『銃士の影』のなかでシェーマスは「今では，あいつらは
数珠玉を数えるかわりに弾丸を数えている。聖母マリアさまつてなことを叫ん
だり，主の祈りをいったりしていた連中が爆弾を投げている。爆弾を投げて，
機関銃の音を響かせている。いまでは，彼らの聖水はガソリンだ。聖餐式は燃
え上がる建物だ。祈りの文句は軍歌だ。そして，彼らの信仰ときちゃ，天と地
との造り主，全能なる大砲を信ずるにあるんだ。－しかも，それがすべて
『神の光栄とアイルランドの名誉』のためなんだから」という。このような青
年たちが出ようとは革命以前のアイルランドには全然予想されなかったのであ
る」(3)。
まことに卓見である。イエーツなどの文芸復興派はアイルランドの芝居を
「題材としてはアイルランドの神話・伝説を取り扱うこと，精神としては神秘
的なアイルランドの特性を表すこと｣(`)としていたのであるから。紙幅がない
ので以下はしょるほかないが，
．〃"ｏα"。#heHZycoch-ATragedyinThreeActs-の登場人物は１８
人で，そのうち半数の９人がダブリンの共同住宅の住人である。２０世紀初頭の
ダブリンの共同住宅は世界でも有数のスラム街だったはずである。尾島氏の前
掲書には「1914年にはダブリンの人口が40万であったが，そのうち一室に住ん
でいる家族が２万１千家族であった。1924年にはそうした家族の数が４万にな
った。そして，一つの共同家屋には平均84人の子供がいたのである」（p､302）
と書かれている。その他は主人公Boyle家をだます学校の教師や，家具屋の
店員やＩＲＡの兵士などである。
Boyle（60歳）は働かないで,酒ばかりのんでいて，そのくせ「孔雀」（HZy‐
COCルはアイルランドなまりの表記）のように歩きまわり，威張りちらしてい
る。そのくせ仕事が見つかると，脚が痛むといって逃げまわる男である。妻の
Juno（45歳）は夫Boyleに言わせれば，
“Ｊｕｎｏｗａｓｂｏｒｎａｎ，christenedinJune，ＩｍｅｔｈｅｒｉｎＪｕｎｅ，wewere 
marriedinJune，ａｎ，ＪｏｈｎｎｙｗａＳｂｏｍｉｎＪｕｎｅ，ｓｏｗａｎｄａｙｌｓａｙｓｔｏ 
ｈｅｒ，‘Ｙｏｕｓｈｏｕｄｈａ，beencalledJuno，，ａｎ’ｔｈｅｎａｍｅｓｔｕｃｋｔｏｈｅｒｅｖｅｒ 
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since.，'（p､６５） 
ということであるが，（ギリシャ）ローマ神話を踏まえていることは確かであ
ろう。秩序をつかさどる女神Ｊｕｎｏ（ヘラ）は浮気ばかりしているジュピター
（ゼウス）の正妻であり，孔雀はｂｉｒｄｏｆＪｕｎｏともいわれるようにＪｕｎｏに
捧げられた鳥だからである。（テクストの注による。ｐ､503）
彼ら夫婦には子供が二人いて，娘のＭａｒｙはストライキで職を失い，息子
のJohrmyはイースター蜂起に参加して片腕を失い，腰は弾丸をうけて砕か
れ，働ける状態でない。そこへ遺産相続の話がもちこまれ，喜んだBoyleは
借金をして家具などを買うのだが，その話はデマであった。そのうえＭａｒｙは
そのデマ話をもちこんだ学校教師にだまされて妊娠し，JohnnyはＩＲＡから
呼び出されて裏切者として処刑される。それにもかかわらず夫Boyleは飲ん
だくれいて，彼の“th,wholeworl,s……inaterr……iblestateo，chassis1，，
（p､101）（この世はひどい混乱よ）というセリフで終わるのである。ＪＵｎＯは
夫と娘と息子に裏切られながらも，生きつずけなければならないのである。こ
の作品は共同住宅の住民たちの描写はいっそう巧承になっているが，それだけ
政治性はうすれている。
ｍＣＰﾉoZlgﾉｸα"ｄ坊Cs、γS-ATragedyinFourActs-の登場人物
は15人，そのうち８人が共同住宅の住人であり，他にアイルランドの共和主義
者が二人，英兵が二人などである。れんが職人のＪａｃｋとＮｏｒａの若夫婦が主
人公で，Ｊａｃｋは理想主義と虚栄心で指揮官に任命されると喜んでＣＩＡ（アイ
ルランド市民軍）の集会に出かけて行く。二幕で高尚なナショナリストの集会
と，卑俗な酒場が対照的に描かれる。その数ヵ月後，現実にイースター蜂起が
おこり，砲撃の音などが聞こえる。共同住宅の住人には共和主義者も王党派も
いるのだが，略奪のチャンスとばかりに出かけて行く。やがてＪａｃｋが瀕死の
重傷の仲間をつれて戻ってくるが，妻Ｎｏｒａの必死の哀願にもかかわらず，
Jackは仲間を裏切ることができずに再び仲間と去って行く。そのショックで
Ｎｏｒａは死児を生む。そこへ蜂起軍の隊長がやってきてＪａｃｋの死を告げたの
でＮｏｒａは狂乱し，「死んだ夫と赤ん坊を返してくれ」と錯乱する。更に，二
人の英兵がやって来て，Ｎｏｒａを慰めていた王党派の女性Bessieが窓際にい
たためにＩＲＡの狙撃兵と誤解されて射殺される，という悲劇である。
しかし女主人公Ｎｏｒａを『ハムレット』の狂死したオフィーリアになぞらえ
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ようとしたせいか，主人公夫婦が25歳と22歳と若すぎるのが気になる。イース
ター蜂起の悲劇や人生の重みをになうには二人はあまりにも若すぎるのだ。そ
れに革命の大義に殉じる夫と，心配のあまりに戦いに参加している夫を夜中に
探しに行く妻の，別れの愁嘆の場などはおおげさでセンチメンタルすぎる。現
にＮｏｒａは当時のアイルランド女性の感情を代表していない，という批判があ
ったくらいである。（（１）ｐ､169）やはり人生の悲劇をになう主人公になるに
はＪｕｎｏくらいの年齢が必要なのではあるまいか。アームストロソグ氏は次の
ように書いている。
「逆説的であるが，オケイシーが蜂起のあいだもっとも勇敢な人々と見たの
は，非戦闘員，特に女たちであった。ノーラ・クリテローは，戦闘中勇敢にも
夫を捜しに行き，制服をつけた愛国者たちを行動させているのはほんとうの勇
気ではなく，こわいと認めることをこわがる恐怖心であることを発見する。劇
中もっともヒロイックな人物は，ペシー・パージニスという，酒好きの，意地
悪な，しかし大胆な，プロテスタントの小母さんである。彼女は気の狂ったノ
ーラをまもり，弾が飛んでくる窓からノーラを引きはなそうとして自分が致命
傷をうける。死を前にして彼女はキリストの血と救いを歌う歌を二，三行口ず
さむ。この劇の究極のかくされた意味は，真の救いは彼女のような本能的慈悲
心から生まれるのであって，愛国的弁士の大げさな救いへの呼びかけによって
なされる流血からもたらされるのではない，ということである｣(5)。
この戯曲は上演前から俳優たちの反対にあい，修正を迫られていた。一幕の
若夫婦のラヴ・シーンは修正され，二幕の娼婦の歌はカットされ，それでもこ
んな共同住宅の下品な女の役を演じるのはいやだの，こんなセリフはロに出せ
ないなどの反対が続出し，最後にsnotty（鼻をたらした，うす汚い）の単語一
つをめぐってもめたのだ。（（１）ｐｐ､164～5）まさにジョイスの、測り"”γｓと
同じである。『ダブリンの人々』の場合も出版社からあれを削れ，これを修正
せよと苦情が続出し，最後にはbloody（いまいましい）と言う単語一つでも
めて，その本の出版が９年間も遅らされたのだから。
また，上演中に観客の暴動がおこった点では，シソグの『西国の伊達男』騒
動と似ている。粗筋では書かなかったが，二幕のパブ（酒場）の場面に若い娼
婦Rosieが登場することに観客は腹をたてたのである。シソグの場合では女性
の下着のシュミーズを意味するshiftsという単語ひとつでもめて暴動になった
のであった。アイルランドの民衆はカトリックの偽善と欺臓の清教主義にどっ
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ぶりとひたりきっていﾌﾞ(二のだ。
また，酒場にアイルランド義勇軍やＩＣＡの兵士が入りこむのがけしからん，
特にアイルランドの神聖な，緑，白，オレンジの三色旗が酒場にもちこまれた
前例はない，と観客は非難した。（(I）ｐｌ６９）三色旗と同時にアイルランド
市民軍（CIA）の「鋤と星」の旗（この芝居の題名はそこから来ている）も持
ちこまれているのだから，三色旗に対するアイルランド人の感情はひときわ異
なったものがあるのであろう。要するに，酒場などといういかがわしい所に，
共和主義者などが入るはずがない，という偽善・欺瀦なのだ。
もっとも二幕のパブの場面にはオケイシーの底意地のわるい悪意が感じられ
ることも確かなのだ。時折，パブの窓に共和主義者の指導者のシルエット姿が
うかび，愛国的弁士の演説が断片的に聞こえてくるのだが，（その演説はイー
スター蜂起の最高司令官であるピアスの満説集をアレンジしたものだが）酒場
の世界を背景にすると，その演説はあまりにも現実離れしていて，そらぞらし
く聞こえてしまうのである。天国と地獄とでもいうか，高尚な，夢のような理
想の世界と，貧困にあえぐスラム街の入念の現実の世界とを対比させれば，高
尚な夢の世界が浮きあがって見えることは確実なのだから。
最後に，この戯曲の死者は４人。ＪａｃｋとBessieとＮｏｒａが生んだ死産児，
それに今まで述べなかったが，結核で幼くして死んだMo11serｏ彼女の母親は
雑役婦で病気の娘を部屋に置いたままパブに出かけて気炎をあげるような熱烈
な共和派だった。みずから選んだ道を歩んで死んだＪａｃｋを別とすれば，他の
三人はまったくの無益な死なのだ。特にMollserの死は医学か，貧困という
経済の問題であろう。死産児を生むということもいくらか栄養不良と関係があ
るとすれば，それもまた貧困の問題となろう。とすれば，当時のアイルランド
国民の敵は英帝国主義の支配もさることながら，経済的貧困も敵であったと言
えないだろうか。
しかし，わたしにはダブリン三部作が好きになれないのだ。それらがあまり
にも暗くて読んでいて気が滅入ってくるということもあるが，イースター蜂起
から内戦までの政治的主題が真正面からは取り上げられずに，「壁紙のごとき
背景」に押し込められてしまっているからである。これでは読者ないし観客は
欲求不満におちいるばかりで，カタルシスを感じることはできなくなってしま
う。それに時代と場所というか，状況がわれわれ現代の日本の状況とあまりに
も違いすぎるというか，ガダマーやヤウスの「期待の地平」という大げさな慨
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念を借用するならば，作品を読んだ時の「期待の地平」が今の日本人と当時の
アイルランド人とではあまりにも違いすぎているということである。現在の日
本人にはこれらの作品を注釈なしで，自立した作品として読むことはほとんど
不可能であろう。作品としての自立性を欠いているようにみえること，そこが
わたしには不満なのである。
３英国への亡命一TheSilverTas8ieをめぐって
４作目の７１ｈｃＳｊ"”、zssje-ATragi-ComedyinFourActs-は，
ダブリン三部作とは，がらりと変わっていて第一次世界大戦（1914～18）の悲
劇を描いたものである。『鋤と星』騒動で嫌気がさして英国での受賞式をきっ
かけにオケイシーは26年３月に英国に渡り，そこでアイルランド人の若い女優
を見染めて結婚し，英国に居をかまえていた。だからこの作品は英国で書かれ
たものである。
一幕の場所はHeegan家の一室となっていて，共同住宅ではない。話される
英語も三部作のように強烈なダブリンなまりの英語ではなくて，ごく普通の英
語である。粗筋をのべれば，一幕はサッカーの試合で二度も優勝に貢献して
SilverTassie（銀杯）をもらった若者Harry（25歳）が，戦場から休暇をと
ってサッカーの試合に出場し，三たび優勝し，恋人Jessieを腕に抱き，銀杯
にワインを注いで飲んで，また出征してゆく。二幕は表現主義的な手法で名高
い場面である。場所はフランスのある戦場で，兵士たちは疲れきっていて眠く
てたまらない。そこへ訪問者がやってきて伍長の案内で視察しゆてく。登場人
物の大部分は，第一の兵士，第二の兵士などと記されているだけで，名前も性
格もない。ｐlotもなければactionもない。ひとつのセリフを各人が短く分担
したりして，日本の歌舞伎に似ている点もある。それに歌がふんだんに入って
いて，ミュージカル風になっている。
三幕では主人公Harryは背髄を損傷して，下半身が麻蝉して車椅子に乗っ
ている。かつて彼に好意をよせた女性Susieは，今は志願して着謹婦となって
同じ病院にいるが，若い医師と親しくなっている。Harryは明日に手術をうけ
ることになっていて，母親たちが見舞いに来るが，かつての恋人Jessieは来
なくて，戦友Ｂａｍｅｙに花束を届けさせただけだった。四幕はフットボール
，クラブの一室でのダンス・パーティの場面で，周囲の入念はHarryは出席
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しない方がよいと思っていた力;，Harryは出席し，銀杯でワインをのむまで帰
らないと言う。それで銀杯が持つてこられHarryはワインをついで飲設，昔
ながらにウクレレをひいて歌をうたう。だが，Harryが帰宅する前に，かつて
の恋人Jessieと戦友Barneyがいちゃつくのを見て，Harryは二人をなじり
Jessieをwhore（娼婦）とののしったのでBarneyと喧嘩になる。その後
Harryは銀杯を手にとり「おれと同じくめった切りにされ，かたわになればよ
い」と言って，床に投げ捨て車椅子で押しつぶす，という話である。
しかしながら，この戯曲はイエーツらを中心とするアベイ座には受け入れら
れず，上演を拒否されてしまったのである。ノーベル賞をもらって，権威・権
勢を高めていたイエーツには，オケイシーは抗すべくもなかった。
イエーツは次のように言う。
Ireadthefirstactwithadmiration；Ｉｔｈｏｕｇｈｔｉｔｗａｓｔｈｅｂｅｓｔｆｉｒｓｔ 
ａｃｔｙｏuhadwritten……Ｔｈｅｎｅｘｔｎｉｇｈｔｌｒｅａｄｔｈｅｓｅｃｏｎｄａｎｄｔhird 
acts，andtonightlhavereadthefourth・Iamsadanddiscouraged、
Youhavenosubject．（中略）Ｉｃａｎｎｏｔａｄｖｉｓｅｙｏｕｔｏａｍｅｎｄｔｈｅｐｌａｙ・
Itisalltooabstract，ａｆｔｅｒｔｈｅｆｉｒｓｔａｃｔ；ｔｈｅsecondactisaninterest‐ 
ingtechnicalexperiment，ｂｕｔｉｔｉｓｔｏｏｌｏｎｇｆｏｒｔｈｅｍａｔｅｒｉａｌ；and 
afterthatthereisnothing.（（１）1928年４月20日）
バーナード・ショーはこの戯曲を絶賛しているのだが（（１）ｐｐ、284～5)，
なぜ主題（subject）がないと言うのか，なぜ一幕がよくて四幕が駄目なのか，
イエーツはまったく説明していない。なぜ不具になったHarryが，かつて美
酒を味わった銀杯（青春と健康のシンボル）をこわしてはいけないのだろう
か。実は,一幕にはHarryの戦友で,同じく休暇をとって一時帰国したTeddy
（後に盲目となる）が，戦場復帰を嫌がって荒れ狂い，結婚記念の杯をこわす
場面があるのだ。それなのになぜ一幕がよくて四幕が駄目というのか。もっと
も四幕でHarryがワインを注いでのんだ銀杯を投げ捨て，破壊するというの
は，キリスト教の信仰に対する冒涜だという批判が（後に上演された時に）宗
教界から出るのだが《`)。周知のように，キリスト教ではワインはイエス・キリ
ストの血であり，銀杯は聖杯を意味しうるからであろう。イエーツもそのよう
な危倶を感じとったのであろうか。
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とにかくこの戯曲は三，四幕がなければ芝居にならないのだ。この戯曲の主
題は反戦ではなくて，「冒険の余波・影響」であって，「健康な人間は不具の人
間を拒否し，心の平静さのために忘れ去ろうとする。若い女たちは新しい男を
求め，老人たちは依然として昔の歌をうたい続ける」ことを書こうとしたの
だ，という説もあるくらいなのだから(7)。
Susieが幕切れに言うセリフー「わたしたちは生きてゆかねばならないの
だ」－が印象的だ。
Ｉｔｉｓｔｈｅｍｉｓｆｏｒｔｕｎｅｏｆｗａｒ・Ａｓｌｏｎｇａｓｗａｒｓａｒｅｗａｇｅｄ，ｗｅｓｈａｌｌ
ｂｅｖｅｘｅｄｂｙｗｏｅ；stronglegsshallbemadeuselessandbrighteyes 
madedark，Ｂｕｔｗｅ，ｗｈｏhavecomethroughthefireunharmed，must 
goonliving．［P"J""gJESSIEか0”ﾒｶｃｃｈαﾉﾌﾞ］Ｃｏｍｅalong,ａｎｄｔａｋｅ
ｙｏｕｒｐａｒｔｉｎｌｉｆｅ１［ＴｂＢＡＲＮＥＹ］Ｃｏｍｅalong，Barney,ａndtakeyour 
parmerintothedance1（p､248） 
次に，イエーツはこの戯曲が反戦劇であることが気にいらぬせいか，「おま
えは戦場に立ったこともなければ，病室を歩いたこともないではないか」（知
りもしないことを書くな！）とオケイシーを叱りとばして，
Thereisnodominatingcharacter，nodominatingaction，neither 
psychologicalunitynorunityofaction 
と，ないないずくしで批判し，
Ｔｈｅｍｅｒｅｇｒｅａｔｎｅｓｓｏｆｔｈｅｗｏｒｌｄｗａｒｈasthwartedyou；ithas 
refUsedtobecomemerebackground，andobtrudesitselfuponthe 
stage……thewholehistoryoftheworldmustbereducedtowallpaper 
infrontofwhichthecharactersmustposeandspeak．（（１）ｐ,268） 
という有名なセリフをはくのだ。イエーツの文学観によれば，全世界の歴史が
（背景としての）壁紙に還元されなければならないことになる。つまり，戦争
であれ，内戦であれ，政治的な出来事は文学の主題となってはならないことに
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なる。しかし，断じてそのようなことはないし，そうあってはならない。イニ
ーツは100パーセント間違っているのだ。前章でわたしはダブリン三部作で政
治的事件が真正面に取り上げられていない不満をのべたが，逆に言えば，ダブ
リン三部作では政治的出来事が背景としての「壁紙に還元され」ていたからこ
そ，イニーツの眠鏡にかなったのだとも言えよう。処女作『狙撃兵の影』が採
用されるまでに，オケイシーはいくつかの作品をイエーツの主宰するアベイ座
に送っているのだが，それらはぶな拒否されていた。幻想劇だったりして，リ
アリズム好承のイニーツには合わなかったからであろう。
イエーツに悩まされ続けてきたオケイシーは，断固として反論の手紙をイエー
ツに送りつける。
Ihaveponderedinmyheartyourexpressionthat“thehistoryof 
theworldmustbereducedtowallpaper,'，ａｎｄｌｃａｎｆｉｎｄｉｎｉｔｏｎｌｙ 
ｔｈｅｐｒｅｔｅｎｔｉousbignessofapretentionsphrase、Ithankyou，outof
merepoliteness，ｂｕｔｌｍｕｓｔｒｅｆｕｓｅｅｖｅｎｔｏｔｒｙｔｏｄｏｉｔ・Thatis
exactly，ｉｎｍｙｏｐｉｎｉｏｎ（theregoesacursedopinionagain）whatmost 
oftheAbbeydramatistsaretryingtodo-buildingup，buildingup 
littleworldofwallpaper,ａｎｄhidingstridinglifebehinditall.……（中
略）……inmyopinion-animportantone-"ThesilverTassie''，
becauseｏｆ，ｏｒｉｎｓｐｉｔｅｏｆ，thelackofadominatingcharacter，isa 
greaterworkthan“ThePloughandtheStars.，，（（１）ｐ､272） 
そして，すでに英国に居住していたオケイシーはアイルランドを永久に去る
決意をする。それはアベイ座を牛耳るイエーツー派との訣別であり，カトリッ
ク司祭たちの偽善的で，欺職的な清教主義との訣別であったが，同時にアイル
ランドの共同住宅を失い，根なし草になることをも恐れぬ訣別であった。かつ
てわたしは拙書『IRA』の中で「シングがイエーツの忠告を受け入れて，未開
の西部地方を舞台にした芝居などを書いて成功した典型とすれば，ジョイスは
イエーツをまったく無視してダブリンから大陸へ向かった男。そしてオケイシ
ーは前衛劇を書くことを希望しながらも，土着の芝居を書くようにとのイニー
ツの忠告に悩まされ続けて，才能を空費してしまった可哀そうな男に思えてな
らなかった。アイルランド人は自己の本体をどこに求めるべきか，常に探しあ
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ぐねているように思える。ケルトの伝統を求めて西部地方に行くべきか，英国
と一体化すべきか，はたまた英国をも通り抜けて中央ヨーロッパ文化を志向す
べきか，と｡」（p､４７）と書いたことがあるが，オケイシーはあまりにもイエ
ーツに悩まされ続けたのである。
その翌29年，ロンドンで初めて‘`SilverTassie,'が上演された。２９年には
ウール街の株の暴落にはじまる経済大恐慌がおこり，３０年代はファッシズムと
それに対抗する共産主義の時代となった。オケイシーも共産主義者になり，芸
術至上主義を捨てて,共産主義の宣伝のような作品を書いた。“TheStartums
Red”（40年）“RedRosesfbrMe''（42年）などは，題名を見ただけでもオ
ケイシーの思想傾向が分かりそうだ。前者はクリスマス時における共産主義者
のＲｅｄＪｉｍに導かれたストライキと，それに対抗するファッシストとの闘い
を描いたもので，労働者の革命の可能性を象徴するかのようにクリスマスの
「星が赤く変わる」という話であり，後者は自伝的色彩の強い作品といわれて
おり，1911年のダブリンでの鉄道員のストライキを描いたもの。主人公はイー
スター前夜に警官隊との闘争で殺されてしまうという話であった。
４‘`Cock-a-DoodleDandy'’論
やっと本論にたどりついた。『コケッコッコー伊達男』は，第二次世界大戦
後に啓かれた最初の作品であり，出版，上演は49年である。オケイシーは69歳
になっていた。この戯曲では幕（Act）という用語にかわって場（scene）とい
う用語が用いられている。三場とも同じ場面だからであろう。この戯曲はアリ
ストテレスの三一致の法則に従って書かれている。三一致の法則とは，周知の
ごとく，(1)時間は一日以内，(2)場所は－都市，(3)プロットは一行動，というも
のである。『コケッコッコー伊達男」の場合は，(1)時は「夏の晴れわたった一
日」の朝，昼，夕方であり，(2)場所はYadnanaveという架空の村。ゲーリッ
ク語らしく，テクストの注によると，“NestofSaints'，という意味だそうだ
が，裏には“NestofKnaves，，という意味も含まれているとか。（注，ｐ､530）
(3)プロットはカトリックの聖職者たちを中心とする「死に向かう力」を代表す
る勢力が，ｃｏｃｋ（おんどり）やその感化をうけた「生に向かう力」を代表す
る女性たちを村から追放する話である。
舞台は母屋が見える主役の一人MichaelMarthraun家の前庭で，そこは塀
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で囲まれ，夏の美しい花が色とりどりに咲き乱れていて，エデンの園のような
所である。そして，族竿にはアイルランドの三色旗がへんぽんとひるがえって
いる。（49年はアイルランドが共和国，つまり英国からの完全独立を宣言した
年である｡）夏の晴れた一日で，アコーディオンによるダンス音楽が聞こえる。
そこへｃｏｃｋが踊りながら入ってくる。舞台写真を染ると人間くらいの大き
さ。勿論，ぬいぐる承の雄鳥だから当たり前かもしれないが。にわとりだから
人間の言葉は話せない。ただ，鳴くだけ。時折，舞台に登場するだけである
が，雷や風をひきおこす大変な超能力を発揮するのである。老人たちには悪魔
の化身のように恐れられ，忌糸嫌われるのであるが，若い女性たちには享楽す
べき人生の化身として大変な人気がある。題名にも伊達男と書かれているよう
に，おしゃれで，黒い羽に黄色い脚とくるぶし，緑色の翼に真紅のとさかをつ
けている。
この芝居は年令や服装などの外見が重要なのだ。外見がその人物の内面を反
映しているからである。主要な人物の外見をざっと見て染よう。まず「死に向
かう力」を代表する者から。
（１）この家の主人Michaelは60歳くらい。黒っぽい服装をして，金持ちの
印か，重たい金の鎖をチョッキにつけている。口を開けたままにしておくと，
唇が神経質そうにひきつける。彼は村の小資本家であって，沼地の泥炭を売る
商売をしており，村議会議員でもある。つまり，この土地の政治，経済の代表
者であり，教区司祭と手を組んでこの土地を支配しているのである。
（２）彼の仕事の相棒でもあるSailorMahanは50歳すぎ。かつて船乗りだっ
たせいで，日焼けして，さわやかな顔色をしており，あごひげを生やしてい
る。態度，身のこなしに海のそよ風の気配がする。明るい青色のシャツに，紺
のダブルの上着で，首に白いスカーフを巻き，明るいグレイのズボンをはいて
いる。彼は今はMichaelの泥炭を運ぶトラックの運送屋をやっていて，運転
手に賃上げを要求されているので，Michaelに手間賃の値上げを要求している
ところなのだ。
（３）Shannarは，しわくちゃの，大変な老いぼれで，背中が曲がっていて，
白くうす汚いあごひげを生やしている。うす汚い恰好をしている，身分の低い
説教師で，ラテン語をつかうペテン師である。
（４）FatherDomineerは40歳位の教区司祭で，この土地の最高の権力者で
ある。聖職者の着る外出着をまとい，トラック運転手を殴り殺すような，ひど
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い聖職者である。
その他にも，若い連中として，司祭の従者の片目のLarryとか，村の触れ
まわり役の男などがいる。
彼らとは対照的に，「生に向かう力」の人々は，男も女も若くて，美しくて，
色とりどりの派手な服装をしている。
（１）Loreleenは年齢は書かれていないが，「とても魅力的な若い女性」で，
緑色のドレスを着て，スカートの脇に赤い飾りをつけている。雄鳥のとさかの
ような形の緑色の帽子をかぶり，茶色の絹のストッキングをはいている。
Michaelの最初の妻の子供で，英国帰りである。彼女の名前は，ハイネの詩で
有名な，ライン河に投身自殺して魔女となり，舟人を誘惑するローレライの響
きがある。（注，ｐ､530）だから彼女が三場で元舟人のMahanを誘惑して，こ
の土地からの脱出をはかるのであろう。彼女は踊りと文学が好きなのだが，持
っていたジョイスの『ユリシーズ」を教区司祭に発禁本として没収されてしま
う。
（２）LornaはMichaelの後妻で，「夫よりもずっと若く美しい」と書かれて
いる。
（３）下女のMarionは20歳ぐらいの美しい女性で，下女のかぶる帽子の代わ
りにリボンを頭に巻いていて，ミニ・スカートをはいている。
（４）Marionの恋人で郵便配達夫のRobinAdairはグレイの上着に真紅の翼
のような飾りをつけ，緑色のベレー帽をかぶり，足には緑色のサンをダルはい
ている。彼はMessengerと書かれているように，「神の使い」でもあって，彼
のかなでるアコーディオンは若い女性達に生気を吹きこむのだ。彼は公衆の面
前でMarionにキスしたかどで（当時のアイルランドではそれはタブーで，岡
に値することだった)，牢屋に一ヵ月もぶちこまれていたのだ。（ちな承にジョ
イスも『若き日の芸術家の肖像』の中で手風琴のメロディを芸術の象徴として
用いている)。
ごく簡単に粗筋をのべるならば，一場でｃｏｃｋや英国帰りのLoreleenが
Michaelの屋敷に登場するようになってから，不思議な現象ばかりがおこるの
だ。風が聖画像を吹きとばして，壁に変えたり，女たちの頭に角がはえたり，
家が揺れたり，コップや受け皿が空をとんだりするので，鷲いたMichaelは
下女のMarionに教区司祭のDomineerを呼びにやる。司祭が来る前にLorna
の病気の妹Juliaが市長などを先頭にして，担架にのせられてやって来る。こ
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れからフランスのルルドの泉へ奇跡を求めに出かけて行くのだ。
二場は同じ場所の昼で，太陽は輝きわたっている。不思議な現象は依然とし
て続いている。ウィスキー瓶が魔法にかかって，ウィスキーが出なかったり，
色が変わったりする。その時Loreleenがやってくる。彼女には黄金色の後光
がさしている。楽しげなふりをして歌などうたっている男たちを見て「今晩の
仮装パーティの練習なの？」と言って，家の中から仮装したLornaとMarion
をつれてくる。（人生の三楽は，酒，歌，女と言ったのは，確か宗教改革の立
役者マルティソ・ルターだと思うが｡）そこへMessengerがアコーディオンを
もって登場し,音楽をかなで,一同はダンスをする。Michaelは下女のMarion
と，警官はＬｏｍａと，MahanはLoreleenと踊る。これは「生命のダソス｣(8)
として有名な場面である。だが，その最中にDomineer司祭が現れたので，一
同は驚いてダンスをやめ，這いつくぱうが，Loreleenだけはしばらく踊り続
け，Messengerも演奏を続ける。
Domineer司祭はMahanの会社で働いている運転手が，「女と同棲してい
るのがけしからん，解雇せよ」とMahanに迫るが，Mahanは「彼は立派な
労働者です。司祭さま。この国では彼のような人間を必要としているのです」
と司祭の命令にそむく。このようにMahanはMichaelとは少し態度がちが
うのだ。例えば，二人の女性観のちがいは，Michaelが「聖職者の最大の闘い
は，美しい女たちの誘惑にうち勝つことだ」と言うのに対して，「女性の美し
い顔や，魅力的な脚に邪悪なものはない」というのがMahanの立場であっ
た。また，「有徳の人間は四つの究極なこと－地獄，天国，死，裁き－を
常に考えていなければならない」とMichaelが言うのに対して，Mahanは
「そんなことは神経をまいらせるし，人生を生きるに値しないものにする」と
反論するのだから，Mahanが最後にLoreleenに救いの手をさしのべるのも
当然かもしれない。とにかく，そこへ当の運転手が仕事上のことでやって来て
「女を追い出せ」と言う司祭の命令を突っぱねると，「おまえは司祭に反抗す
るのか」と怒鳴られ，その運転手Domineerは司祭に殴り殺されてしまうので
ある。（現実に，このような事件があった由｡）人を殺しておきながら司祭は醜
い言い訳をし，警官はごまをするのだ。
三場は，同じ場面の夕方で，太陽は沈象かけている。すべてが黒ずんでふえ
る。家が揺れ旗竿が揺れ，三色旗が倒れる。雷鳴がとどろき，稲妻が光る。
皆がおびえるがLoreleenだけ平然としている。そこへDomineer司祭と
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Michaelが家から出てやってくる。二人ともびっこを引き，上着はぽろぽろ。
ｃｏｃｋの厄払いをしていたのだ。「屋敷から邪悪なｃｏｃｋを追い払ったから，安
心して家の中に入れ。家庭こそ女にふさわしい場所なのだ」と言う。Ｌｏｍａと
Marionは従うが，Loreleenは拒否して，やがて逃げ出す。だが，しばらく
して逃げたLoreleenがMahanとともに捕まり，連れ戻されてくる。未婚の
女が既婚の男と自動車に乗っていただけで，ふしだらと見なされ狂信的なカト
リック教徒に襲われたのだ。だが，
“Whenyoucondemnafairface，ｙｏｕｓｎｅｅｒａｔＧｏｄ，sgoodhandiwork， 
Youarelayin，yourcurse，sir,ｎｏｔｕｐｏｎａｓｉｎｂｕｔｏｎａｊｏｙ.”（P､400） 
とLoreleen仁欺lWi性をつかれると，Domineer司祭は怒って「立ち去るか,死
ね」とLoreleenに迫る。それでLoreleenは一人去ってゆく。だが，彼女は
一人ではなかった。まずLornaが，
“Loreleen，Ｉｇｏｗｉｔｈｙｏｕ１……Liftupyourheart，ｌａｓｓ：ｗｅｇｏｎｏｔ 
ｔｏｗａｒｄｓａｎｅｖｉｌ，ｂｕｔｌｅａｖｅａｎｅｖｉｌｂｅｈｉｎｄｕｓ.，，（p､401） 
と言って同行を申し出る。ついで下女のMarionが二人と行動をともにするの
である。
最後は，一場でフランスのルルドヘ病気をなおす奇跡を求めに行ったJulia
が担架にのせられて，奇跡がないことに失望しながら戻ってくるところで終わ
る。MessengerはJuliaに“bebrave，'（勇気をもて）と祝福を与え，恋人
Marionの後を追おうとする。「どこへ行くのか？」とMichaelに問われ，
「生命がここよりももっと生命に似ている所へ」と答える。「わたしにも忠告
を！」と求められると「死ね。おまえ承たいな連中がなすべき有益なことなど
ないのだ」と冷たく突き放すのだ。そしてアコーディオンをかなで，Marion
賛美の歌をうたいながら去って行くのである。
最後は一見Domineer司祭などの勝利のように見えるが，実は彼らこそ「生
へ向かう力」の若い女性たちに見捨てられたのではないだろうか。この作品は
悲劇のように見えるが，実は喜劇なのではないだろうか。
研究轡によれば，ｃｏｃｋは‘joy,Courage，love，sexualecstasy，vibrant
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living,を表しているという(9)。また，ｃｏｃｋにもMessengerと同じく‘the
spiritofGod，が吹きこまれているし，この戯曲の背後に常にMessengerの
音楽が流れていることは，‘thespiritofGod,が最後まで生きていることを
示しているという('0)。
もう一度アームストロング氏の意見を聞こう。（ｐｐ３４～5）
「赤いトサカと緑の羽をもった「おんどり」は，入念が抑制してはならない
本能的・創造的衝動をあらわしている。つまり，男女間の愛と笑いと音楽・
詩・ダンスといった芸術と結びついているのである。オケイシーは，登場人物
を「おんどり」に対する反応のしかたで判断させようとする。劇の中心人物は
ローリーンである。彼女はトサカのような帽子をかぶっているので，登場する
と同時に「おんどり」と結びついたものと見える。彼女は踊りと文学が好きで
ある。彼女は，「おんどり」に象徴されるディオニソス的力と，彼女がマース
ローンとメーハンに向かって「財宝を死蔵」しないよう忠告するときのような
台詞にあらわれるキリスト教とを，一つに融合させる｡」
だが，「生へ向かう力」を代表する女性陣にも意外な弱点があるのだ。彼女
らには金がないのである。LoreleenはMahanから，この地を去るようにと
忠告されると「お金がないの。４０ポンドあったお金は父が銀行に預けてしま
い，今は一銭ももらえないの」と答える。だから彼女はDomineer司祭に「エ
デソの園の蛇のように土の中を這ってでも出て行け」と怒鳴られることになる
のだ。LornaはMichaelと結婚する時に，親の遺産の泥炭の掘れる沼地を夫
に与え，代わりに50ポンドの金を受け取ったのだが，病気の妹Juliaのルルド
の泉行きの費用につかってしまった。Marionは下女だから給料はわずかであ
ろう。つまり，女性たちには自立の経済的条件がないのである。
そしてJuliaのルルドの泉行きのエピソードに関しては，時間的におかしな
点がある。一場の朝に出かけて，三場の夕方に帰ってくるというのは，いかに
も無理なのだ。また，このエピソードは，ルルドの泉信仰という迷信的なもの
の無益さを潮笑している（オケイシー自身も激しく批判している。注のｐ､５３０
を見よ）と同時に，Juliaの帰国はアイルランドが再びカトリックの迷信的な
ものに支配されることを，意味するようにもとれるのである。だからこそ「神
の使い」のMessengerは「この土地は住むに値しない」と象なして去って行
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くのであろうから。どうもすっきりしない挿話のように思えてならない。
この作品はオケイシー自身が一番気にいっていた作品であり，‘best’だと
言った作品である。
Ｔｏｍｅｗｈａｔｉｔｉｓｃａｌｌｅｄｎａｔｕｒａｌｉｓｍ，orevenrealism，isn,tenough． 
……ａｎｄｓｏｌｂｒｏｋｅａｗａｙｆｒｏｍｒｅａｌｉｓｍｉｎｔｏｔｈｅｃｈａｎｔｏｆｔｈｅｓｅｃｏｎｄａｃｔ 
ｏｆＴﾙｃｓｉ〃ｅ７ｎｚｓｓｊａＢｕｔｏｎｅｓｃｅｎｅｉｎａｐｌａｙａｓａｃｈａｎｔｏｒａｗｏｒｋｏｆ
ｍｕｓｉｃａｌａｃｔｉｏｎａnddialoguewasnotenough，ｓｏｌｓｅｔａｂｏｕｔｔｒｙｉｎｇｔｏ 
ｄｏｔｈｉｓｉｎａｎｅntireplay,andbroughtfOrthCbcかdZ-Dood化Ｄα"｡y・It
ismyfavouriteplay，ＩｔｈｉｎｋｉｔｉｓｍｙｂｅｓｔｐｌａｙｕＩ)． 
わたしもそう思う。つまり『コケッコッコー伊達男』はオケイシーの最高の
作品だと思うのである。さらにオケイシーは「その作品はアイルランドという
場所で，アイルランド人の口を借りて語られている作品だが，その作品の精神
は普遍的なものなのだと」いうようなことを語っているのだが，まさにその通
りだと思う。これは場所も時間も関係ない，普遍的で，象徴的なファンタジー
であり，われわれ日本人にも自立した作品として読める作品なのである。アイ
ルランド人の禁欲主義を理解するには，１９世紀中葉の大飢趣による影響，つま
り，田畑などを分散させないために，農村で結婚できる子供は長男と長女だけ
という事情を理解する必要もあるのだが，この作品ではそれほどこだわる必要
はあるまい。それに，なによりもｃｏｃｋや若い女性が乱舞する，明るくて，陽
気な作品なのだ。現実にはあまりにも愚劣な悲劇が多いのだから，せめて芝居
という舞台の中では明るい喜劇を楽し染たいと思うのは当然であろう。「壁紙
のごとき背景」の知識をほとんど必要としない自立した作品であって，しかも
面白くてためになる作品であるが故に，わたしはオケイシーの作品のなかで
『コヶッコッコー伊達男』が一番好きであり，最高の作品だと思うのだ。
５おわりに
1958年の春に，ダブリンで国際演劇フェスティバルが催されることになり,
アイルランドからはジョイスの『ユリシーズ』を戯曲化したＢﾉ００柳SdtIyと，
オケイシーの新作Ｚ１ｂｅＤｒ皿沈ｓｑ／FtzﾉﾉＩＣγハノセ。と，パリ在住のペケットの
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三つのマイム劇が上演される予定になった。ところが，案の定，宗教界からジ
ョイスとオケイシーの作品に「道徳的に疑わしい」ものとして反対の声があが
った。そのうえ，驚いたことにアイルランドの労働組合評議会がカトリックの
大司教の反対意見を支持したので，その年の２月，オケイシーはみずからの作
品の上演を取り下げた。生涯をつうじて期待し，支持してきた労働組合までも
が裏切るとは，オケイシーには夢にも思えなかったのではないだろうか。その
三日後に当局によってジョイスの作品が却下された。それで，ペケットも作品
を取り下げたので，その国際フェスティバルは世界中の笑いものになってしま
ったのである。しかし，怒りに燃えたオケイシーは死ぬまで（64年）アイルラ
ンドでの自己の作品の上演を禁止した('2)。
＜注＞
テクストは次のものを用いた。ＳｅｔＷＺＰＪａｊ'ＳｂｙＳｅｄｚ〃０℃dZSeySelected，withan
lntroductionandNotesbyRonaldAyling〔MacmilIan，198の
（１）ＴｈｅＬｅ"ｅｒｓ”Ｓｅａ〃０℃αsejl，ｖｏｌｕｍｅ（１）EditedbyDavidKrause
（CasselL1975） 
（２）LdZdyGrego”,Ｓ〃”"ａＪｓｉｎ“ＳｅａｎＯ'Casey-TheManBehindthe
P1ays-”bySarosCowasjee（oliver＆Boy｡，1963）ｐ、３０．
（３）尾島圧太郎『アイルランド文学研究』（北星堂書店1976）ｐｐ､303～４．
（４）勝田孝興『愛蘭文学史』（生活社1933）ｐ、１１．
（５）Ｗ､Ａ・アームストロソグ（小田島雄志訳）『オケイシー』（研究社l97Dpp、
１８～19. 
（６）それに対する反論をオケイシーは“ＡｓｔａｎｄｏｎＴＡｅＳｉﾉperTassie”と題
して番いている。Cowasjeeppl31～４．
（７）IrvingWardle，Ｔ〃ｅＴｉ柳Cs，l1sept、１９６９ｉｎ“ＦｉＩｅｏｎＯ'Casey"，
CompiledbyNestaJones（Methuen，1986）ｐ､４０． 
（８）JamesScrimgeour,Ｓｃα〃０，Casey（TwaynePublishers，ｕｓ.Ａ,，1978）
ｐ159. 
（９）CowasjeeP207． 
〔10）Scrimgeourppl60～1．
(11）０℃dZSey,ＳｃγedO,」V巴ｚｐｙｂ「たＴ”eS，９Nov、１９５８ｉｎＦＷｅＯ〃Ｏ'ＣａＳｅｙ
ｐ８９． 
(1のGabrielFallon，Ｓｅａ〃０℃ａＳｅｙ－ＴｈｅＭａｎｌＫｎｅｗ－（Routledge＆
KeaganPaul，1965）ｐｐｌ８４～8． 
その他にＧａｒｒｙＯ，Connor,Sedz〃Ｏ'ＣａＳｅｙ－ＡＬｉｆｅ－(Hodder＆Stoughton，
1988）を参照した。
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